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地理歴史 

教 科 科 目 単位数 履修年次・選択群 履修区分 

地理歴史 国際社会総合 ２ ２年次・Ｄ２群 選択 

使用教科書（出版社） 副教材（準備するもの） 履修の条件・連絡 

2023 年度版ニュース検定公式テキスト 

「時事力」発展編（毎日教育総合研究所） 
なし 履修条件は特になし。 

１ 科目の目標と評価の観点 

目   標 

現代の日本や世界が抱えている時事的な問題について、広い視野に立ち、多角的に事象を見る力を養うとともに、

現代に生きる人間としての在り方生き方について考え、良識ある公民として必要な資質・能力と態度を育てる。 

評価の観点及びその主旨 

１．知識・技能 ２．思考・判断・表現 ３．主体的に学習に取り組む態度 

・現代世界で起きている諸問題について

歴史的な背景を踏まえて理解を深め

る・現代世界の課題について地理的な

手法を用いて理解し、まとめる技能を

身に付ける。 

・統計や図表などを用いて、多面的・

多角的に考察することができる。 

・諸課題の解決の鍵となる理念や政策

についてとらえることができる。 

・諸課題の考察について、プレゼンを

したり、討論できる。 

・諸課題について自分の生活との関わ

りについて把握しようとする態度

を養う。 

・日本の抱える諸課題と国際社会の課 

題の共通点・相違点について認識す 

ることができる。 

２ 学習計画と観点別評価項目 

学 

習 

の 

年 

間 

計 

画 

学期 学習内容（単元・項目） 月 学習のねらい 評価の観点 

１ 

学

期 

 

 

「 暮 ら
し」 
 
 
「社会・
環境」 

１ 加速する人口減少 
２ 社会保障のこれから 
３ 変化する日本の働き方 
 
１ 子どもの権利実現を 
２ 情報社会のこれから 
３ 大災害に備える 

４ 
 
 
 
５ 
 
 
６ 
 
 
７ 

・急激に進行する日本社会の少子高齢化の現
状と要因を多角的に考察し、その解決に向
けて進むべき方向を他国の事例を参考に
して考える。 

・社会保障について基本的な事項を確認し、
超高齢社会の日本における社会保障の在
り方について考える。 

・情報社会について確認し、キャッシュレス
決済など情報通信技術の進歩やその裏側
に潜む危険性について考える。 

・防災について変化する対策を理解し、身近
な地域の取組に注目させる。 

１ ３ 
 
 
 
１２３ 
 
 
１２３ 
 
 
１２３ 

２

学

期 

 

 

「政
治」 
 
 
 
 
 
 
 
 
「国
際」 
 
 

１ 私たちの民主主義 
 
２ 日本政治の現在地 
 
３ 日本国憲法の行方 
 
４ 安全保障 
 
５ 地方自治の今 
 
１ 平和な世界どうやって 
 
２ 核兵器と向き合う世界 
 
３ 米国と中国 

９ 
 
 
 
10 
 
 
 
11 
 
 
 
12 

・選挙制度について、その仕組みを確認
するとともに、政治参加の方法につい
て考える。 

・成人年齢の変更について確認するとと
もに、「18 歳成人」の課題を考える。 

・日本国憲法に関する基本的事項を確認
するとともに、その意義や役割等につ
いて考える。 

・地方自治の現状と問題点を確認すると
ともに、地域活性化の在り方や手段、
地域との関わりについて考える。 

・冷戦終結後の世界の構造を確認し、日
本の果たすべき役割を考える。 

・難民について確認し、難民との関わり
方や支援の在り方などを考える。 

・核軍縮など世界平和を考え、日本や私
たちの果たすべき役割を考える。 

１ ３ 
 
 
１２３ 
 
１２ 
 
 
１２３ 
 
 
１２３ 
 
１２ 
 
１ ３ 
 

３ 

学 

期 

「経
済」 

１ 日本経済 
 
 
２ 借金頼みの財政 
 
 
 
３ 日本産業の今 
 

１ 
 
 
２ 
 
 
 
３ 

・日本や世界の経済の現状を確認すると
ともに、望ましい世界規模での経済成
長の在り方について考える。 

・外国為替について基本的事項や変動要
因を確認するとともに、その変動が経
済や私たちの生活に及ぼす影響を考
える、 

・保護貿易と自由貿易について理解する
し、望ましい貿易の在り方を考える。 

１２３ 
 
 
１２ 
 
 
 
１２３ 
 
 
１ ３ 
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・再生可能エネルギーの基本的な事項を
確認し、私たちの生活とエネルギー問
題について考える。 

 

学 

 

習 

 

評 

 

価 

観点 １．知識・技能 ２．思考・判断・表現 ３．主体的に学習に取り組む態度 

規 

 

準 

・授業の内容が身に付き、それら
を自分のものとして理解でき
ているか。 

・現代社会の基本的・基本的な事
項を理解し、その知識を活用で
きるか。 

・現代の社会と諸問題に対して関
心を持っているか。 

・社会の変化や様々な考え方を公
正に判断しているか。 

・自分なりの方法で、意見を表現し
ているか。 

・授業の内容に関心を持ち、積極的
に参加しようとしているか。 

・諸課題を自身の身近な問題とし
てとらえ、人間としての在り方
生き方についての自覚を深めよ
うとしているか。 

手 

段 

・定期考査の実施 
・問題演習の実施 

・授業中の応答の観察 
 

・授業中の態度の観察 
・ICT 機器の使用状況 

単元末や学期末及び年次末にお

ける評価の総括方法 

・定期考査を３分の２程度、平常点を３分の１程度の割合で評価する。 

・平常点は、授業態度や提出物の提出状況及びその内容とする。 

学習上の 

留意点 

・現代社会の基礎的・基本的な問題と人間としての在り方生き方に関わる基本的な事項を、分かりやすく

取り上げる。 

・ICT 機器を活用し、有用な情報を主体的に選択し活用して学び方を身に付けさせる。 

・生徒の応答を大切にし、意欲的に授業に取り組む雰囲気を作る。 

 


